

















































 最終試験は 2 月 15 日に行われた。審査委員一同出席の下、学生に対して、博士論文の内容につ
いて最終確認の質疑応答を行い、その内容は十分であった。本学生は、第一著者として「沖縄県竹
富町の海洋保護区構想―日本型海洋保護区の新たな視点―」（2012 年）、「世界公園会議における
海洋保護区制度の国際法的評価―第 6 回（2014 年）までの展開―」（2015 年）を投稿済である。
論文には英語文献も多く引用され、世界公園会議に関する論文末尾には本学生が執筆した英文概要
が掲載されていることから、英語の学力について問題ないと判断された。また、講演発表は、国内
学会 6 回の実施を確認した。以上から、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
